
原田・理由を表わす「間」の成立

原
因
・
理
由
を
表
わ
す
「
間
」
の
成
立

鈴
　
　
木
　
　
　
　
　
恵

一
、
は
じ
め
に

二
、
成
立
時
期

三
、
成
立
原
因

1
、
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式
に
於
け
る
検
肘

2
'
「
ホ
ド
ニ
」
と
の
関
連

四
、
む
す
び

一
、
　
は
　
じ
　
め
　
に

和
化
撰
文
研
究
の
緒
は
、
こ
の
洪
文
が
如
何
様
に
正
格
漢
文
と
異
な
る
か
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
へ
語
序
の
相
違
・
独
特
の
用
語
の
使
用
・
敬

語
の
有
無
等
を
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
時
の
和
化
漢
文
研
究

の
趨
勢
が
用
字
法
研
究
で
あ
り
'
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
'
他
位
相
の
言
語
と
の

比
較
検
討
を
行
い
、
加
え
て
こ
れ
を
史
的
に
究
明
せ
ん
と
す
る
立
場
よ
り
す
れ

ば
、
先
の
指
摘
の
中
に
も
'
い
ま
1
皮
そ
の
日
で
検
討
し
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い

間
過
も
多
い
と
窄
与
り
れ
る
。

標
適
に
掲
げ
た
「
問
」
も
亦
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
へ
怖
岸
明
氏
の
論
文
喝
部
物
芸
に
於
け
る
変
体
撰
文
の
影
啓
に
つ
い
て

-
「
問
」
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
-
」
を
先
鞭
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
研
究
が
公
に
さ

注
2

れ
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
「
用
言
・
助
動
詞
の
連
体
形
に
承
接
し
て
時
の
副

詞
句
を
構
成
す
る
」
、
所
謂
「
問
」
の
形
式
体
吾
的
用
法
が
「
文
体
的
に
は
変

体
撰
文
本
来
の
用
法
で
あ
る
」
こ
と
が
実
征
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
こ
れ
を
中
心
と

し
た
研
究
は
'
今
昔
物
語
集
を
は
じ
め
と
す
る
諸
資
料
の
文
体
解
明
や
、
他
の

語
調
と
の
関
連
を
究
明
せ
ん
と
す
る
な
ど
、
大
き
な
拡
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

し
か
し
'
<
表
1
V
I
平
安
初
期
以
前
の
和
化
洪
文
資
料
に
於
け
る
「
問
」

往
3

の
用
法
I
、
並
嘘
、
.
<
表
2
>
-
平
安
中
期
以
降
の
和
化
望
督
料
に

於
け
る
「
間
」
の
用
法
-
　
を
比
べ
て
み
る
と
'
和
化
撰
文
に
於
け
る
「
問
」

の
用
法
を
論
ず
る
場
合
'
そ
の
形
式
体
言
的
用
法
の
存
在
を
指
摘
す
る
の
み
で

は
君
足
ら
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
.

こ
の
形
式
体
言
的
用
法
は
、
∧
衷
1
>
<
表
2
>
に
於
い
て
は
t
 
I
時
間
的

意
味
用
法
中
の
B
触
続
へ
す
な
わ
ち
「
-
す
る
う
ち
に
」
の
恋
と
解
せ
ら
れ
る

用
法
と
、
<
裏
2
>
の
Ⅱ
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
用
法
'
∬
形
式
語
の
三
種
の

意
味
用
法
に
は
ぽ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
う
ち
姓
続
の
用
法

は
、
寂
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
上
代
か
ら
平
安
後
期
以
降
に
亘
る
柾
々
'
の
和
化

漢
文
を
料
に
、
確
か
に
多
数
認
め
ら
れ
る
も
の
の
へ
他
に
中
国
の
正
格
淡
文
溌

料
で
あ
る
'
妙
法
迎
撃
経
や
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
に
数
例
見
受
け
ら
れ
る
の

を
は
じ
め
と
し
て
,
敦
腹
変
文
や
、
本
邦
に
於
け
る
正
格
漢
文
資
料
と
さ
れ
る

14
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日
本
書
紀
か
ら
も
か
な
り
の
数
が
拾
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
事
実
に
よ
っ
て
、
所
謂
正
格
淡
文
な
る
も
の
の
定
義
を
'
改
め
て
問
い

直
し
て
み
る
必
要
性
が
生
じ
た
訳
で
も
あ
る
が
、
少
な
-
と
も
へ
　
こ
の
「
問
」

の
形
式
体
言
的
用
法
が
和
化
漢
文
本
来
の
用
法
で
あ
る
と
は
へ
必
ず
し
も
言
い

切
れ
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
へ
和
化
漢
文
に
於
け
る
「
間
」
の
特
性
を
捉
え
る
為
に
は
、
む
し

ろ
'
和
化
漢
文
独
自
の
意
味
用
法
に
考
及
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
を
b

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
用
法
と
は
'
<
表
1
>
<
表
2
>
の
比
較
の
結
果
　
4
2

に
徽
す
る
に
、
正
格
洪
文
資
料
・
平
安
初
期
以
前
の
和
化
漢
文
資
料
か
ら
も
、

或
い
は
敦
嬉
変
文
・
日
本
書
紀
か
ら
も
看
取
さ
れ
な
い
、
原
因
・
理
由
を
表
わ

す
用
法
の
他
に
は
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
原
因
・
理
油
を
表
わ
す
用
法
の
解
明
は
、
確
か
に
こ
れ
ま
で

<
衷
I
V
　
平
安
初
期
以
前
の
和
化
漢
文
資
料
に
於
け
る
「
間
」
の
用
法
(
付
'
正
格
漢
文
資
料
・
変
文
)



注
6

二
三
の
試
み
が
為
さ
れ
て
来
て
は
い
る
が
、
そ
の
成
立
時
期
・
成
立
原
因
に
来
　
　
た
と
推
定
さ
れ
た
研
究
も
見
受
け
ら
れ
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
研
究
に

だ
定
説
と
言
わ
れ
る
も
の
が
無
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
只
、
一
般
的
に
は
、
中
　
於
い
て
掲
げ
ら
れ
た
か
か
る
用
法
の
最
古
例
は
、
前
掲
蜂
岸
氏
論
文
所
抱
の
'

憧
以
降
成
立
し
た
も
の
と
説
か
れ
る
こ
と
が
多
-
、
鎌
倉
時
代
頃
か
ら
行
わ
れ
　
御
堂
関
白
記
寛
弘
八
年
(
西
暦
7
0
1
一
年
)
　
の
条
の
よ
う
で
あ
る
。

<
表
2
>
　
平
安
中
期
以
降
の
和
化
漢
文
資
料
に
於
け
る
「
問
」
の
用
法

34



(
1
)
東
宮
雑
事
不
閑
間
~
、
可
然
冷
旨
等
未
下
、
(
御
堂
関
自
記
　
究
弘
八
年
六
月

十
三
日
茶
番
)

尚
、
蜂
岸
氏
は
「
申
惟
以
降
l
般
的
用
法
と
な
る
、
原
因
・
理
由
を
意
味
す

る
「
問
」
の
用
法
」
の
一
端
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
'
右
の
例

は
、
こ
の
用
法
の
瀬
音
例
を
提
示
せ
ん
と
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
付
記

し
て
お
く
。

二
、
成
　
立
　
時
　
期

そ
こ
で
、
如
上
の
観
点
に
従
い
、
先
ず
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
用
法
の
成
立

時
期
を
推
定
す
べ
く
'
繭
化
漢
文
溌
料
に
於
け
る
「
間
」
の
用
例
を
枚
肘
し
て

み
る
と
へ
既
に
、
平
安
中
期
資
料
の
貞
信
公
記
・
九
暦
・
将
門
記
に
、
次
下
の

如
-
散
見
さ
れ
る
。

こ
こ
に
、
そ
の
一
部
を
掲
げ
る
。

〔
貞
借
公
紀
〕

∽
刑
部
卿
従
東
門
退
出
者
、
式
部
輔
・
丞
骨
柄
病
不
参
、
現
代
~
倒
捌
、
巳
四
鮎

政
始
、
可
免
近
補
宮
人
勘
事
'
(
承
平
元
年
<
九
三
一
>
二
月
十
1
日
)

川
十
三
日
、
除
目
へ
丑
四
魁
議
串
、
劇
到
圃
甲
招
左
衛
門
督
、
其
後
鳥
閉
息

氏
・
行
並
等
健
治
之
由
へ
招
右
大
弁
'
(
同
年
三
月
十
三
日
)

的
処
勘
事
年
也
へ
不
可
給
者
、
而
故
千
古
依
病
司
H
叫
間
'
二
年
給
有
給
例
者
'

不
可
申
返
之
由
仰
丁
'
(
同
年
十
月
十
二
日
)

坦
二
日
、
滑
雅
山
階
寺
別
宵
宮
符
・
宿
院
別
嘗
宣
旨
刻
下
~
剖
矧
、
且
可
令
行

事
、
以
助
縄
啓
示
送
有
相
朝
臣
、
(
天
暦
二
年
<
九
四
八
∨
二
月
三
日
)

㈹
廿
三
日
へ
申
佼
俊
朝
臣
釆
云
'
欲
上
浦
掠
殿
棟
上
聞
'
可
有
行
事
云
～
'

有
何
日
'
(
同
年
二
月
廿
三
日
)

〔
九
暦
〕

の
璽
f
t
容
譲
以
盃
楓
&
#
4
k
・
^
-
s
^
m
m
へ
避
座
仲
之
'
(
承
平
七
年
<
九
三

七
>
八
月
十
五
日
)

㈱
加
亜
淵
矧
剛
、
下
官
立
階
西
へ
容
韻
・
侍
従
等
東
、
宰
相
同
可
立
階
酉
、
而

立
東
、
似
無
便
軍
W
"
'
(
天
産
三
年
<
九
四
〇
>
九
月
十
八
日
)

〔
朋
〕

㈹
依
件
両
人
之
笠
先
閥
命
旨
、
其
後
随
上
立
寄
,
〔
鵬
瑚
剖
川
、
器
著

者
'
(
同
七
年
<
九
E
l
四
>
凹
十
二
月
九
日
)

㈹
事
漸
矧
脚
巷
待
野
門
、
患
い
尤
革
不
軌
巾
於
上
'
但
鳥
令
許
否
へ
　
(
天

元
年
<
九
四
七
>
十
二
月
十
七
日
)

的
時
効
巳
至
、
創
出
和
訓
洞
州
令
陰
陽
助
茂
樹
宿
祢
行
反
間
之
串
、
(
同
四
年

<
九
五
〇
>
七
月
十
日
)

〔
将
門
紀
〕

的
長
官
硝
薬
皮
晶
夜
宮
符
之
旨
.
胤
迫
轡
乱
・
急
捉
要
子
遁
渡
於
下
総

^

^

^

^

蝣

^

^

^

^

^

^

^

^

蝣

蝣

I

F

^

I

B

K

^

^

^

I

^

^

^

^

i

K

:

囲
豊
田
郡
一
之
次
(
其
補
寺
本
狐
行
)

的
而
位
例
兵
衆
・
八
千
鎗
人
萄
乱
・
骨
所
率
.
四
百
鎗
人
也
・
(
同

ノ

4
-
3
行
)

例
え
ば
'
用
例
脚
は
'
「
廿
痛
に
'
中
位
俊
胡
臣
が
来
て
言
う
に
は
、
紡

績
殿
の
棟
上
を
し
よ
う
と
思
う
例
増
、
行
幸
す
可
き
だ
」
と
建
言
し
て
い
る
忠

と
解
せ
ら
れ
、
「
枚
上
を
し
よ
う
と
思
う
引
叫
、
行
幸
す
可
き
だ
」
の
意
と

は
考
え
難
い
。

同
様
に
、
用
例
川
は
、
「
寂
末
参
議
が
盃
を
弁
や
少
納
言
に
伝
え
ん
と
し
た

望
U
、
座
を
避
け
て
之
を
伝
え
た
」
、
用
例
㈹
は
、
「
事
が
漸
く
終
っ
た
.
創
刊
、

待
賢
門
に
参
っ
た
」
、
用
例
州
は
'
「
時
効
が
既
に
出
門
の
時
と
な
り
、
門
を

よ
う
と
思
っ
た
笥
'
陰
陽
助
茂
樹
宿
称
に
反
間
の
事
(
安
倍
宏
の
秘
法
で
、

1
護
の
祈
韓
)
を
さ
せ
た
」
と
い
う
恵
と
老
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
～
す
る
う

ち
に
」
の
意
と
は
考
え
難
い
。
用
例
咽
も
、
「
し
か
し
、
恒
例
の
兵
衆
八
千
余

4
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人
が
未
だ
来
張
し
な
い
例
廿
、
将
門
の
率
い
る
兵
は
四
百
余
名
の
み
だ
っ
た
」

の
意
で
あ
っ
て
'
「
八
千
余
人
が
来
な
い
刊
引
叫
」
の
忠
と
は
考
与
り
れ
な
い
。

同
じ
よ
う
な
用
例
は
、
平
安
遺
文
所
載
の
古
文
書
類
に
も
次
の
如
く
に
見
ら

れ
る
。〔
佐
伯
院
付
属
状
)

的
庄
巌
巳
成
之
後
、
雨
脚
相
次
琵
卒
、
其
後
麻
毛
利
宿
耐
-
女
子
佐
伯
氏
子
居

住
彼
寺
、
笥
詔
棚
、
令
破
壊
救
屋
へ
究
敬
邪
心
、
彼
田
地
車
輪
閑
院
大

臣
'
印
只
研
'
(
延
亭
五
年
<
九
〇
五
>
七
月
十
1
日
)

〔
内
供
落
十
村
節
税
晃
弟
子
等
解
)

的
右
件
地
山
等
、
故
師
十
帝
師
以
去
寛
平
七
年
従
三
統
此
日
子
等
手
所
只
柑
也
、

而
彼
此
互
笥
q
矧
、
詣
縛
不
絶
、
因
放
鳥
断
相
論
'
放
院
被
放
永
年
之
行

文
也
'
(
延
長
六
年
<
九
二
八
>
十
二
月
十
七
日
)

〔
伊
勢
国
飯
野
荘
大
神
宮
勘
注
〕

㈹
此
国
退
去
貞
敢
十
六
年
大
風
品
雨
、
国
府
官
命
皆
悉
習
刷
、
文
事
多
致

腐
損
紛
失
也
へ
　
の
莞
貫
之
由
職
皮
皮
交
番
蝦
、
言
上
巳
了
、
(
同
七
年
<
九

二
九
>
七
月
十
四
日
)

〔
橘
元
実
伊
賀
国
玉
瀧
柚
施
入
状
案
)

的
其
官
符
云
、
件
柚
私
人
所
債
也
、
宮
城
笥
捌
、
殊
給
官
符
令
造
用
云

云
'
無
力
愁
申
私
難
之
間
、
樹
木
漸
切
掃
、
墳
苑
作
露
地
へ
其
崇
珊
可
有
元

安
井
子
孫
之
身
、
不
琴
水
車
施
入
伽
藍
'
(
天
縫
二
年
<
九
五
八
>
十
二
月

十
日
)
先
と
同
様
、
意
味
用
法
の
検
討
を
試
み
る
と
'
例
え
ば
用
例
的
は
、
「
其
後

に
'
佐
伯
麻
毛
利
宿
称
の
一
女
子
氏
子
が
'
彼
の
寺
に
　
(
恐
ら
-
網
野
で
)
居

住
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
治
臆
し
な
い
叫
で
寺
の
祉
造
物
放
尿
を
破
壊
せ
令

め
、
充
に
邪
心
を
発
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
忠
で
あ
り
'
「
治
癒
し
な
い
引

引
出
、
破
壊
せ
令
め
た
」
と
は
考
え
に
く
い
。
又
、
用
例
㈹
は
'
「
此
の
国
は
'

去
る
貞
観
十
六
年
の
患
風
雨
に
遭
遇
し
'
国
府
の
官
舎
が
皆
悉
く
例
壊
し
て
し

ま
っ
た
6
r
J
、
所
蔵
の
文
事
多
数
が
腐
損
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
忠
と

窄
F
e
F
b
れ
、
「
倒
壊
す
る
朝
刊
m
叫
、
所
蔵
の
文
番
多
数
が
腐
損
紛
失
し
て
し
ま

っ
た
」
と
い
う
意
は
当
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
か
か
る
「
間
」
の
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
用
法

の
成
立
時
期
は
、
従
来
言
わ
れ
た
如
き
中
世
以
降
と
も
、
或
い
は
平
安
後
期
以

降
と
も
考
え
難
く
'
そ
れ
よ
り
百
年
乃
至
百
五
十
年
程
遡
る
'
平
安
中
期
に
成

立
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
尚
、
管
見
に
入
っ
た
用
例
の
上
で

は
、
用
例
的
の
佐
伯
院
付
属
状
の
延
音
五
年
(
西
暦
九
〇
五
年
)
が
叔
音
例
で

あ
る
が
、
用
例
教
か
ら
見
て
、
遅
く
と
も
延
長
・
承
平
年
間
頃
(
西
暦
九
二
〇

-
九
三
〇
年
)
に
は
、
確
か
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

三
、
成
　
立
　
原
　
因

さ
て
、
こ
こ
で
、
こ
の
用
法
の
成
立
原
因
や
そ
の
背
景
を
考
え
て
み
た
い

(
以
下
、
「
問
」
は
「
7
ヒ
ダ
ニ
」
と
訓
じ
て
用
い
、
他
も
こ
れ
に
従
う
こ
と
に

す
る
)
。
和
化
漢
文
の
「
ア
ヒ
ダ
ニ
」
と
屡
々
対
比
さ
れ
る
和
文
の
「
ホ
ド
ニ
」
に
、

同
様
に
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
用
法
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
方
の
知
る
所
で

ぁ
る
。
。
の
「
ホ
ド
一
こ
の
原
甲
理
由
を
表
わ
す
用
法
の
成
立
時
い
て

は
'
望
月
郁
子
氏
の
論
文
「
類
義
語
の
意
味
領
域
-
ホ
ド
を
め
ぐ
っ
て
-
」
に
、

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
と
こ
ろ
が
、
ニ
が
理
由
を
示
す
接
嬢
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
'
1
方
'
ホ
ド
も
'
意
味
領
域
が
広
が
っ
て
、
時
間
に
つ
い
て
い
う
ば
か
り

で
な
く
、
程
度
や
操
子
を
も
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
ホ
ド
ニ
は
'
時
を
過
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す
の
で
‥
-
‥
程
皮
な
の
で
・
有
様
な
の
で
な
ど
の
副
助
詞
的
と
で
も
い
う
べ

き
恵
を
生
じ
る
。
そ
し
て
へ
か
げ
ろ
ふ
日
記
の
頃
か
ら
、
ホ
ド
ニ
は
、
時
を
過

す
の
で
・
時
な
の
で
な
ど
の
恵
と
も
'
-
-
の
で
・
-
-
故
と
単
な
る
理
由
・

原
因
の
恋
と
も
'
ど
ち
ら
と
も
と
れ
る
用
例
が
見
ら
れ
へ
さ
ら
に
進
ん
で
、
理

由
・
原
因
を
示
す
一
つ
の
接
続
助
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
行
-
。
」

す
な
わ
ち
'
助
詞
「
ニ
」
の
意
味
の
変
化
に
伴
っ
て
生
じ
た
も
の
と
説
い
て

い
ら
れ
る
駅
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
原
因
・
理
由
・
稔
縁
等
を
表
わ
す
助
詞

「
ニ
」
の
類
例
は
、
既
に
万
葉
集
に
、

㈹
敷
細
乃
　
枕
従
久
～
流
　
浜
二
骨
　
浮
宿
乎
思
家
類
　
恐
乃
矧
刺
(
五
〇
七
)

「
枕
か
ら
流
れ
る
涙
に
浮
寝
を
し
て
し
ま
っ
た
。
恋
心
が
し
き
り
で
止
む
こ
と

が
な
い
か
ら
O
　
(
日
本
古
典
文
学
大
系
研
牲
)
」
等
と
し
て
か
な
り
見
受
け
ら
れ

る
の
で
、
俄
に
は
首
肯
し
難
-
、
ま
た
、
こ
れ
を
以
て
「
ア
ヒ
ダ
一
こ
の
間
超

の
解
答
と
為
す
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
和
化
漢
文
自

体
に
附
訓
例
が
僅
か
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
'
こ
の
助
詞
「
ニ
」
に
よ
る
解
明
に

は
さ
し
た
る
有
意
性
は
無
い
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
間
越
は
「
ア

ヒ
ダ
ー
こ
自
体
を
中
心
と
し
て
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。そ
こ
で
'
先
ず
「
ア
ヒ
ダ
ニ
」
そ
の
も
の
か
ら
'
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
用

法
の
成
立
原
因
の
、
内
的
要
因
を
考
え
て
み
る
。

こ
の
恵
昧
用
法
を
有
す
る
「
ア
ヒ
ダ
一
l
」
は
、
先
述
の
如
-
'
構
文
的
に
は

時
間
的
意
味
用
法
中
の
、
私
の
所
謂
継
続
の
用
法
と
同
一
で
あ
る
。
さ
す
れ

ば
'
も
と
も
と
時
間
的
意
味
用
法
で
あ
っ
た
も
の
が
、
原
因
・
理
由
を
表
わ
す

用
法
に
転
化
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
へ
二
つ
の
意
味
用
法

を
表
わ
す
「
ア
ヒ
ダ
ニ
」
の
何
れ
も
が
接
続
助
詞
的
で
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る

と
'
時
間
的
意
味
用
法
を
表
わ
す
接
続
助
詞
が
、
原
因
・
理
由
の
意
味
用
法
を

表
わ
す
接
続
助
詞
に
、
転
化
し
得
る
か
否
か
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
問
題
の
解
答
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
孝
与
ら
れ
る
o
し
か
し
、
現
時
点
で

は
そ
れ
を
証
明
す
る
に
足
る
材
料
を
用
意
し
て
い
な
い
た
め
へ
今
は
森
禿
敏
氏

等
、
先
学
の
論
に
依
拠
す
る
に
祉
物
て
お
貴
い
。

森
霊
氏
は
、
「
接
続
助
詞
の
分
類
」
に
於
い
て
'
時
間
的
接
続
助
詞
が
、
前

件
と
後
件
と
が
明
ら
か
に
時
間
的
な
触
超
的
前
後
関
係
に
あ
り
へ
し
か
も
前
後

両
件
の
結
び
付
き
が
心
理
的
偶
然
性
を
脱
し
な
い
「
展
開
帆
係
」
か
ら
、
富
語

主
体
の
悟
性
の
作
用
に
よ
る
論
理
化
を
進
め
る
に
従
っ
て
'
「
原
因
結
果
関

係
」
・
「
理
由
帰
結
関
係
」
・
「
板
按
生
産
関
係
」
　
へ
と
展
開
す
る
こ
と
を
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
山
口
宛
二
氏
は
、
「
接
続
助
詞
「
ば
」
の
確
定
条
件

注
1
0
法
」
に
於
い
て
、
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
「
必
然
確
定
」
を
本
来
の
用
法
と
す

注
1
1

る
と
考
え
ら
れ
る
接
続
助
詞
「
パ
」
と
t
 
r
偶
然
確
定
」
(
一
報
の
時
間
的
的
後

関
係
)
　
の
用
法
の
そ
れ
と
が
、
前
件
が
「
状
態
を
表
わ
す
」
か
r
契
概
を
衷
わ

す
し
か
で
異
な
る
こ
と
、
ま
た
、
同
じ
必
然
確
定
に
あ
っ
て
も
契
枚
を
表
わ
す

も
の
も
存
し
、
そ
れ
ら
は
所
謂
偶
然
確
定
に
準
ず
る
意
味
と
な
る
こ
と
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
。
言
わ
ば
、
森
重
氏
の
論
を
'
別
の
立
場
か
ら
具
体
的
に
実
征
さ

れ
た
訳
で
あ
る
。

従
っ
て
'
こ
れ
ら
二
つ
の
論
に
よ
り
へ
時
間
的
意
味
用
法
と
原
因
・
理
由
を

表
わ
す
用
法
と
が
'
隣
接
す
る
意
味
用
法
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
が

「
ア
ヒ
ダ
ニ
」
に
お
け
る
意
味
用
法
の
転
化
の
、
一
つ
の
根
拠
と
も
な
り
得
る

と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
へ
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
用
法
が
成
立
し
た
、
平
安
中
期
資
料
の
将

門
記
に
は
、
形
式
体
言
的
用
法
の
「
ア
ヒ
ダ
l
こ
に
次
の
四
様
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
<
・
P
Q
・
O
は
、
験
接
す
る
意
味
用
法
の
'
段
階
を
迫
っ
た
展
開

と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
、
右
の
推
測
の
傍
証
と
も
言
え
よ
う
。
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A
、
時
間
的
意
味
用
法
で
あ
る
も
の
　
1
4
例

招
り
　
E
M
2

K
H
2

㈹
廻
謀
一
之
間
放
旬
相
隔
'
(
共
布
寺
本
1
-
1
行
)

B
t
原
因
・
理
由
'
時
間
的
恵
味
用
法
双
方
に
関
係
す
る
も
の
　
5
例

榊
　
前
掲
用
例
㈹

C
、
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
用
法
で
あ
る
も
の
　
1
例

帥
　
前
掲
用
例
㈹

D
、
前
後
両
件
の
結
び
付
き
が
無
関
係
で
あ
る
も
の
　
1
例

ト

　

_

　

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

ノ

的
乃
'
擬
~
劉
町
.
a
m
脚
'
故
上
線
介
.
高
望
王
之
牽
ナ
平
良
正
'
亦
将
門
次
之

伯
父
旦
　
(
同
3
3
行
)

1
、
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式
に
於
け
る
検
討

先
に
、
「
ア
ヒ
ダ
ニ
」
が
接
続
助
詞
的
で
あ
る
こ
と
を
観
点
と
し
て
、
原
因
・

理
由
を
表
わ
す
用
法
が
成
立
し
た
'
内
的
要
因
を
挟
ら
ん
と
試
み
た
が
、
未
だ

そ
の
一
端
を
述
べ
持
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
、
次
に
言
わ
ば
外
的
要
因
と
し

て
、
和
化
渡
文
に
於
け
る
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式
全
体
を
対
象
と

し
、
そ
れ
を
史
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
手
懸
り
を
考
え
て
み

る
。
次
表
が
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

」
嘘
示
し
た
如
-
、
原
因
.
理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式
は
。
の
六
柾
に
限
定

さ
れ
る
。
六
柾
を
扱
能
に
よ
り
分
類
す
る
と
'
<
A
V
独
立
的
に
文
と
又
と
を

接
続
す
る
'
所
謂
文
頭
例
の
「
ヨ
-
テ
」
・
「
ユ
ヱ
ニ
」
と
'
<
B
V
付
属
的
に

前
件
に
承
接
す
る
、
所
謂
文
中
例
と
に
二
分
さ
れ
、
後
者
は
、
<
1
>
主
と
し

て
用
言
接
続
を
す
る
も
の
'
「
-
ユ
ヱ
ニ
」
・
「
-
ア
ヒ
ダ
ニ
」
・
「
-
パ
」
と
、

<
2
>
主
と
し
て
体
言
接
続
を
す
る
も
の
へ
　
「
-
ニ
ヨ
-
テ
」
と
に
、
更
に
二

分
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
町
若
な
結
果
を
示
す
の
は
<
c
Q
^
>
類
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
-
ユ
ヱ
ニ
」
が
上
代
汽
料
よ
り
平
安
初
期
資
料
に
至
る
ま
で
見
ら
れ
な
が
ら
'

平
安
中
期
以
降
の
資
料
か
ら
は
全
く
拾
わ
れ
な
く
な
る
の
に
対
し
て
'
逆
に
、

「
ア
ヒ
ダ
ニ
」
は
平
安
中
期
以
降
初
め
て
現
わ
れ
る
と
い
う
、
相
柿
関
係
が
看

取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
平
安
遺
文
に
於
け
る
延
暦
か
ら
寛
平
年

間
と
、
延
音
か
ら
頗
保
年
間
と
の
対
比
に
於
い
て
も
静
め
ら
れ
、
平
安
初
期
ま

で
と
平
安
中
期
以
降
と
の
問
に
、
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式
が
変
容
し

て
い
る
こ
と
を
祝
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
変
容
の
1
端
は
、
他
の
表
現
形
式
に
於
い
て
も
見
受
け
ら
れ
、
<
A
>

類
で
は
'
上
代
か
ら
平
安
初
期
ま
で
・
<
*
C
O
O
N
程
と
'
か
な
り
盛
ん
に
用
い
ら

れ
た
「
ユ
ヱ
ニ
」
が
、
平
安
中
期
以
降
、
将
門
記
の
。
O
.
i
n
v
p

,
-
1
*
t
>
-
O
N
を
故
高
と
し
て

極
-
僅
か
に
な
る
傾
向
が
あ
り
'
<
C
Q
<
M
>
類
で
は
、
「
-
ニ
ヨ
-
テ
」
が
'

平
安
初
期
以
前
に
程
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
平
安
中
期
以
降
に
は
4
0

に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
大
局
的
に
こ
ゐ
変
容
を
見
る
と
、
平
安
初
期

と
平
安
中
期
と
を
境
と
し
て
、
「
ユ
ヱ
ニ
」
系
の
減
少
、
「
ヨ
-
テ
」
系
の
増

加
、
「
ア
ヒ
ダ
ニ
」
の
発
生
と
い
う
、
三
つ
の
動
向
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
っ
て
、
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式
全
休
に
大
き
な
変
容
が
看
取
さ

れ
る
訳
で
あ
っ
て
、
こ
の
変
容
の
原
因
は
一
つ
「
ア
ヒ
ダ
一
こ
の
成
立
の
み
に

求
め
る
べ
き
で
は
な
く
'
む
し
ろ
へ
こ
の
変
容
の
中
に
、
か
よ
う
な
「
ア
ヒ
ダ

ニ
」
の
成
立
す
る
要
因
を
求
め
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

事
実
'
「
ユ
ヱ
ニ
」
と
「
ヨ
-
テ
」
と
の
意
味
用
法
上
の
混
用
は
、
次
の

<
表
4
>
I
独
立
的
な
「
ユ
ヱ
ニ
」
と
「
ヨ
リ
テ
」
の
用
法
I
に
於
い
て
も
明

ら
か
で
あ
る
(
但
し
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
調
査
資
料
も
少
な
い
た
め
、
詳

細
は
別
稿
に
・
期
し
た
い
)
0

こ
れ
は
、
「
ユ
ユ
ニ
」
と
「
ヨ
-
テ
」
と
が
、
前
後
両
件
(
両
文
)
を
説
明

的
に
接
続
す
る
か
、
あ
る
い
は
継
起
的
に
接
続
す
る
か
を
検
討
し
た
も
の
で
あ

る
O
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
ユ
ユ
ニ
」
は
'
藤
原
照
等
氏
が
古
事
記
の
「
故
」
を
'

7

h
?
k
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<
表
3
>
　
和
化
漢
文
に
於
け
る
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式

A ∴独 立 的

B . 付 属的 (前件に承接)

1. 主 として用言接続 2 . 主 として
体言接続

ヨ リ テ ー ユ ユ ニ
~ .jl:e..= .

～ア ヒ? A ~ バ ′} ニ ヨリテ

古 事 君己 404 (87) 用 9 9 (1.8) 2 1 (4 .5) 体 11
用 w 30 (6-7)

上
風 土 記 105 (21) 345 (68) 用 l 1 (0.2)

用 i 1 8)

4 (0.8 ) 鋸 芸 49 (10)

七 代 記 4 31 7 (54) 体 2 15

代 家 伝 13 (36) 14 (38) 体 9 (26)

怯 王 帝 説 1 8 6 1) 体 6 (58)

辛
日 本 霊 異 雷己 20 (9) 125 (57) 浩 2号30 (13.7) 10 (4.6) 籍 34 (15.7)

安
初
訊 訳 文 稿 17 (39) 籍 lZ 17 (39) 4 9 告 芸 6 (13)

期 平 (孟 ～乱 文 139 (36.5) 16 (4.2) 用 3 3 (1.3) 矯 2 22 (58 )

辛

早 (姦 ～蕊 )文 104 (34)
15 5 12 4)

6 1.3

5 (2

3 (0.6)

g l壬I 168 (55)

離 ㌫ 365 (78 .7 )
安 貞 借 公 記 89 (19 2 0.4)

中 九 .磨 266 (3 4.5) 1 (0. 06) 10 (1.3)

6 7.5

2 (0.14)

2 (2.5)

賃3gI 4 90 (64)

鋸 吉 3 1 (38.75)
期
将 門 記 26 (32.5) 15 (18 .75)

芸 御 堂 関 白 記 560 (35.8) 4 (0.2)

篇 高 山寄木古往来 21 (42)

7 6 (5)

(16)

鰐 … 925 (59)

翫 2 1 (42)

護 小 右 記 385 (52)

(長保まで
2 1 (3 浩莞写 336 (45)

〔
注
〕
　
○
原
田
・
理
由
裏
わ
す
も
の
は
上
紀
六
種
に
限
ら
れ
る
。

○
(
　
)
内
の
撃
は
百
分
率
。

○
体
は
体
育
接
錬
'
用
は
用
官
接
続
の
用
例
軟
膏
不
す
。

○
パ
　
に
は
班
添
例
は
含
ま
な
い
。



「
説
明
的
な
性
格
を
も
ち
、
従
っ
て
帝
紀
に
も
可
な
り
用
い
ら
れ
、
旧
辞
で

は
'
多
く
そ
の
説
話
の
結
び
と
し
て
叙
述
者
の
側
か
ら
何
ら
か
の
説
明
を
施

注
1
4

す
働
き
を
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
如
-
'
も
と
も
と
説
萌
的
で
あ
り
、
一
方

「
ヨ
-
テ
」
は
触
起
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
本
則

は
平
安
初
期
ま
で
で
あ
っ
て
、
平
安
中
期
以
降
に
は
'
「
ヨ
-
テ
」
に
鋭
明
的

用
法
が
増
加
す
る
と
い
う
形
で
混
用
化
が
始
ま
り
'
高
山
寺
本
古
往
来
で
は

「
ヨ
-
テ
」
の
み
で
'
し
か
も
そ
れ
が
税
明
的
用
法
を
多
く
す
る
に
至
る
の
で

あ
る
。
将
門
記
の
「
ユ
ニ
ニ
」
に
説
明
的
用
法
が
1
 
3
例
と
多
い
が
、
こ
の
う
ち

1
 
0
例
は
割
注
部
分
に
存
す
る
の
で
、
強
ち
に
例
外
と
す
る
に
は
及
ば
な
い
。
む

し
ろ
、
割
注
部
分
に
説
明
的
用
法
の
命
脈
を
保
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
例

と
言
え
る
。
先
掲
<
表
3
V

の
、
独
立
的
な
「
ユ
ユ
ニ
」

の
平
安
中
期
以
降
に
於
け
る

減
少
は
'
こ
れ
に
よ
っ
て
説

明
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
、
ひ
い
て
は
へ
も
と
よ
り

僅
か
で
あ
っ
た
付
属
的
な

「
-
ユ
ニ
ニ
」
が
、
平
安
中

期
の
混
用
に
伴
い
見
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
も
推
測
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
へ
　
独
立
的
な

「
ユ
ユ
ニ
」
と
　
「
ヨ
-
テ
」

と
の
相
関
を
'
そ
の
ま
ま
付

属
的
な
三
-
ユ
ヱ
l
こ
と

「
-
ニ
ヨ
-
テ
」
と
の
相
関
に
敢
行
し
て
考
え
れ
ば
、
付
随
す
る
現
象
と
し
て

処
理
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
平
安
初
期
以
前
の
「
-
ユ
ヱ
ニ
」
の
数
丑
に
比

L
へ
平
安
中
期
以
降
に
お
け
る
「
-
ニ
ヨ
-
テ
」
の
増
加
迫
は
甚
だ
異
常
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
更
に
へ
「
-
ニ
ヨ
-
テ
」
が
主
と
し
.
て
体
言
接
続
を
L
t

蝉
な
る
事
実
を
叙
述
す
る
の
に
対
し
、
「
-
ユ
ユ
ニ
」
は
主
と
し
て
用
言
接
続

で
あ
り
、
説
明
的
に
用
い
ら
れ
る
。
又
、
「
-
ニ
ヨ
-
テ
」
は
返
銑
す
る
為

に
、
語
或
い
は
句
の
単
仕
で
し
か
接
続
し
に
く
い
等
、
「
-
ユ
ユ
ニ
」
と
「
～

ニ
ヨ
-
テ
」
と
の
問
に
は
、
自
ら
差
異
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。

従
っ
て
、
原
因
・
理
由
を
丑
わ
す
「
ア
ヒ
ダ
ニ
」
の
成
立
は
、
や
は
り
別
個

に
、
<
衷
3
>
の
<
r
a
^
>
類
内
部
に
於
け
る
消
長
の
巾
で
考
え
る
べ
き
で
あ

っ
て
'
そ
れ
は
'
特
に
構
文
的
に
形
式
体
言
的
用
法
と
し
て
も
近
似
す
る
、

「
-
ユ
ニ
ニ
」
と
の
関
連
に
求
め
ら
れ
る
と
考
与
り
れ
る
。
又
、
.
「
ア
ヒ
ダ
ニ
」

自
体
へ
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
用
法
に
転
化
し
た
場
合
'
既
に
叙
述
主
体
に
よ

る
論
理
化
の
上
に
立
っ
て
い
る
の
で
'
多
分
に
説
明
的
で
あ
る
と
考
与
り
れ
、

こ
の
点
か
ら
も
「
-
ユ
ヱ
ニ
」
と
の
関
連
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

尚
、
接
続
助
詞
「
バ
」
に
は
'
顕
在
す
る
割
合
に
さ
し
た
る
時
代
に
よ
る
変

化
は
無
-
、
又
読
添
例
の
存
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
へ
こ
れ
を
も
直
接

的
な
要
因
と
は
し
に
-
い
。
し
か
し
、
「
バ
」
が
用
君
接
耗
の
み
で
あ
る
点

「
ア
ヒ
ダ
l
こ
と
同
様
で
あ
り
、
「
ア
ヒ
ダ
ニ
」
に
原
因
・
理
由
を
衷
わ
す
用
法

が
同
定
化
す
る
の
に
伴
い
'
例
え
ば
、
院
政
時
代
成
立
と
さ
れ
る
高
山
寺
本

古
往
来
に
は
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
「
パ
」
が
見
ら
れ
な
く
な
る
等
、
こ
の

二
語
の
関
係
に
も
'
間
接
的
な
要
因
の
存
在
を
考
慮
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ

こ

r

a

9`

4

一



2
、
「
ホ
ド
ニ
」
と
の
関
連

と
こ
ろ
で
、
和
化
洪
文
に
於
い
て
、
本
来
時
間
的
意
味
用
法
を
主
と
し
て
表

わ
し
て
い
た
「
ア
ヒ
ダ
ニ
」
に
、
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
用
法
が
成
立
し
た
も

う
1
つ
の
外
的
要
因
に
は
、
「
ホ
ド
ニ
」
と
の
関
迎
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
「
ホ
ド
ニ
」
に
は
'
周
知
の
如
く
「
ア
ヒ
ダ
ニ
」
同
様
「
～
す
る
う
ち

に
」
の
忠
と
解
せ
ら
れ
る
時
間
的
意
味
用
法
の
姓
続
の
用
法
が
見
ら
れ
る
.
し

か
し
'
こ
れ
は
本
来
和
文
再
用
の
用
法
で
あ
っ
た
も
の
と
者
え
ら
れ
る
。
和
化

漢
文
の
「
ホ
ド
ニ
」
は
'
<
衷
1
>
<
表
2
>
の
如
く
'
平
安
初
期
ま
で
は
殆

ど
見
ら
れ
ず
'
あ
っ
て
も
空
間
的
意
味
用
法
の
距
離
の
用
法
や
、
程
度
の
用
法

に
限
ら
れ
て
お
り
へ
平
安
中
期
に
至
っ
て
初
め
て
こ
の
用
法
が
出
弔
す
る
。

軸
の
彼
此
創
軌
剖
矧
'
臥
空
手
人
如
員
一
枚
討
取
]
也
貢
福
寺
本
将
門
記
2

行
)

換
言
す
れ
ば
、
時
間
的
意
味
用
法
(
就
中
姓
続
の
用
法
)
　
に
は
専
ら
「
ア
ヒ
ダ

ニ
」
を
用
い
て
い
た
和
化
漢
文
に
、
更
に
「
ホ
ド
ニ
」
が
存
す
る
よ
う
に
な
っ

た
訳
で
あ
る
。
こ
れ
は
へ
和
文
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
孝
与
り
れ
、
こ
の
和
化

淡
文
と
和
文
と
の
交
渉
も
、
土
左
日
記
に
於
け
る
紀
貫
之
の
如
き
人
物
を
考
え

れ
ば
、
想
像
に
難
-
な
い
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
そ
れ
ま
で
意
味
用
法
、
及
び
位
相
的
に
差
異
の
存
し
た
「
ア
ヒ
ダ

I

ニ
」
「
ホ
ド
ニ
」
両
語
が
へ
　
こ
の
時
期
に
交
渉
を
持
ち
、
そ
の
結
果
明
瞭
な
差

異
を
失
い
、
同
様
の
意
味
合
い
で
使
用
さ
れ
る
が
如
き
へ
混
用
化
が
行
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
混
用
化
は
、
九
暦
・
将
門
記
等
に
、
形
式
体

言
的
用
法
と
し
て
従
前
と
同
様
の
構
文
で
あ
り
な
が
ら
'
時
間
的
意
味
用
法
と

も
原
因
・
理
由
を
ま
わ
す
用
法
と
も
理
解
さ
れ
ぬ
'
単
な
る
形
式
語
が
出
現
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
る
。

次
下
が
、
そ
の
語
例
で
あ
る
。

〔
九
暦
〕

糾
而
不
調
馬
習
剛
、
及
七
八
度
、
乗
鞍
後
上
郷
仰
日
、
(
承
平
七
年
<
九

三
七
>
八
月
十
五
日
)

的
霞
瀦
御
周
到
顎
矧
及
救
輿
～
～
後
上
郷
日
、
(
同
年
八
月
廿
八
日
)

〔
将
門
記
)

・

L

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

ノ

幽
乃
'
園
劉
甲
包
囲
`
故
上
総
介
'
高
望
王
之
安
子
平
良
正
'
亦
肺
門
次
之

伯
父
也
'
(
文
相
寺
本
3
3
　
行
前
掲
用
例
的
)

仙
凪
問
恩
跳
　
<
」
2
3
」
s
E
f
I

帥
加
之
年
衆
依
成
申
件
調
絹
'
付
申
播
本
帳
平
秀
・
勢
豊
等
名
各
二
丈
者
へ
烏

合
群
進
件
絹
、
罷
向
平
秀
等
私
宅
、
而
通
院
山
野
へ
不
骨
相
卵
、
仇
件
福
相

謝
剖
捌
'
各
軍
盲
棟
許
槍
封
'
今
須
桝
進
彼
絹
之
後
可
間
免
件
稲
者
'
乞

也
察
状
、
以
牒
、
(
承
平
二
年
<
九
三
一
>
九
月
廿
二
日
)

以
上
を
検
討
し
て
み
る
と
、
用
例
朗
は
、
「
し
か
し
'
不
調
の
馬
を
乗
整
す

る
J
と
が
、
七
八
回
に
及
び
」
、
用
例
餌
は
、
「
定
規
(
乗
物
を
転
倒
さ
せ
た
)

の
都
鳥
を
乗
盤
す
る
U
d
が
、
数
回
に
及
ぶ
」
の
よ
う
に
、
「
-
す
る
こ
と
」

の
窓
と
考
え
ら
れ
、
用
例
的
は
'
「
絹
を
弁
進
せ
ず
山
野
に
迎
隠
し
た
の
で
'

そ
の
絹
を
弁
進
す
る
w
　
各
自
の
稲
二
百
東
許
を
検
討
し
」
の
如
く
'
「
-

す
る
ま
で
」
の
意
と
解
せ
ら
れ
る
な
ど
へ
「
ア
ヒ
ダ
ニ
」
に
当
る
恵
味
は
一
様

で
な
い
。
ま
た
へ
用
例
軸
は
'
前
件
の
「
そ
こ
で
'
対
面
せ
ん
と
す
る
」
と
'

後
件
の
「
故
上
総
介
高
望
王
の
妾
の
子
で
あ
る
平
良
正
も
亦
'
将
門
の
次
の
伯

父
で
あ
る
」
と
が
全
く
無
関
係
に
接
続
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
文
字
通
り

の
形
式
語
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
'
「
ア
ヒ
ダ
ニ
」
に
は
、
「
ホ
ド
一
l
」
と
の
交
渉
に
基
づ
く
意
味

用
法
上
の
混
用
に
よ
っ
て
へ
形
式
語
と
い
う
、
意
味
用
法
に
於
け
る
一
種
の
空

隙
(
ス
キ
マ
)
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
O
し
か
も
へ
そ
れ
ら
は
平
安
中
期
に

05



の
み
見
ら
れ
へ
平
安
初
期
以
前
・
平
安
後
期
以
降
の
何
れ
か
ら
も
認
め
ら
れ
な

い
た
め
へ
過
渡
的
な
一
時
的
現
象
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

他
、
九
麿
に
は
、

S
但
内
紳
大
臣
申
云
'
永
可
馴
矧
剖
矧
へ
肺
著
擬
者
、
誼
被
仰
可
早
著
之
由
、

髭
之
大
臣
著
座
了
'
(
天
成
九
年
<
九
四
六
>
四
月
廿
八
日
)

㈱
捌
矧
喝
矧
剖
矧
、
後
間
可
往
'
(
同
年
四
月
廿
八
日
　
制
空

の
如
-
、
「
ホ
ド
ニ
」
に
て
原
因
・
理
由
を
表
わ
し
て
い
る
か
と
考
え
ら
れ
る

用
例
も
見
受
け
ら
れ
る
o
　
例
え
ば
'
用
例
鰯
は
'
「
位
紀
の
笛
を
i
d
_
い
て
お
く

叫
刊
、
後
か
ら
間
い
て
注
記
し
て
お
け
」
の
恵
と
解
せ
ら
れ
、
こ
の
時
期
に
於

け
る
両
語
の
混
用
の
皮
合
が
測
り
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
か
か
る
用

例
は
、
管
見
で
は
九
倍
以
外
に
は
看
取
さ
れ
な
い
。

以
上
に
よ
り
既
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
前
述
の
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
表
現

形
式
全
体
が
大
き
く
変
容
し
っ
つ
あ
っ
た
時
期
と
'
「
ホ
ド
ニ
」
と
の
蜘
連
に

よ
り
「
ア
ヒ
ダ
ニ
」
に
意
味
用
法
上
の
空
隙
が
生
じ
た
時
期
と
は
'
大
略
の
一

致
を
見
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
平
安
中
期
に
於
け
る
「
ア
ヒ
ダ
l
こ
に
、
原

因
・
理
由
を
表
わ
す
用
法
を
成
立
せ
令
め
た
原
因
と
し
て
'
特
に
如
上
の
二
つ

の
郡
象
を
君
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

E
Z
、
む
　
　
す
　
　
び

本
税
に
於
け
る
結
論
は
、
既
に
前
章
ま
で
に
述
べ
た
の
で
'
改
め
て
絞
り
返

さ
な
い
こ
と
に
す
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
「
ホ
ド
ニ
」
の
原
因
・
理
由
を
表

わ
す
用
法
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

平
安
中
期
の
和
文
に
於
け
る
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式
は
'
少
数
例

を
除
外
す
れ
ば
ほ
ぼ
は
続
助
詞
「
バ
」
に
限
定
さ
れ
る
と
写
見
ら
れ
る
の
で
'

そ
の
恋
味
用
法
を
批
点
と
し
て
検
対
を
試
み
た
。
次
表
が
、
そ
の
結
果
を
ま
と

珪
1
5

め
た
も
の
で
あ
る
。

表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
'
確
定
条
件
の
「
巳
然
形
+
バ
」
に
於
い
て
、
土
左

日
記
と
か
げ
ろ
ふ
日
記
と
を
境
と
し
て
'
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
用
法
の
割
合

と
偶
然
接
続
の
割
合
と
に
著
し
い
差
異
が
看
取
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
'
原
因
・

理
由
を
表
わ
す
用
法
で
は
、
伊
勢
物
語
・
土
左
日
記
が
0
-
.
,
o
v
。

t
-
O
o
o
^
で
あ
る
の
に

対
し
'
か
げ
ろ
ふ
日
紀
・
和
泉
式
部
日
記
が
5
0
%
台
に
減
少
し
て
お
り
、
逆
に

偶
然
接
続
で
は
、
前
者
が
O
/
-
O
v
。
程
で
あ
る
の
に
対
し
'
後
者
が
O
O
¥
f
i

程
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
'
土
左
日
記

と
か
げ
ろ
ふ
日
記
と
の
間
に
'

和
化
漢
文
と
同
様
の
へ
原
因
・

理
由
を
表
わ
す
表
現
形
式
の
変

容
が
生
じ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
へ
か
げ

ろ
ふ
日
記
を
境
と
す
る
原
因
・

理
由
を
表
わ
す
用
法
の
割
合
の

減
少
は
、
こ
の
頃
和
文
に
も
他

の
表
現
形
式
へ
す
な
わ
ち
「
ホ

ド
1
こ
の
原
因
・
理
由
を
表
わ

す
用
法
が
成
立
し
た
為
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
和
文
の
　
「
ホ
ド

ニ
」
に
於
け
る
こ
の
用
法
の
成

立
は
'
和
化
漠
文
の
「
ア
ヒ
ダ
　
5
 
1

ニ
」
に
於
け
る
そ
れ
よ
り
も
、



数
十
年
程
遅
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
又
そ
の
成
立
原
因
は
、
や
は
り
和
化

漢
文
の
「
ア
ヒ
ダ
ニ
」
と
の
交
渉
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
o
尚
、
先
述
し

た
用
例
幽
軸
の
如
き
、
和
化
淡
文
の
　
「
ホ
ド
ニ
」
に
於
け
る
原
因
・
理
由
を

表
わ
す
用
法
の
存
在
に
よ
っ
て
、
和
文
の
「
ホ
ド
ニ
」
の
こ
の
用
法
も
亦
和
化

淡
文
側
に
て
成
立
し
、
そ
れ
が
和
文
に
移
入
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る

が
、
九
倍
以
外
の
和
化
淡
文
資
料
に
同
様
の
用
法
が
拾
わ
れ
な
い
こ
と
に
徹
す

れ
ば
、
そ
の
可
低
位
は
描
-
、
和
文
側
に
て
成
っ
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ

-つ。
以
上
、
「
ア
ヒ
ダ
ニ
」
の
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
用
法
に
つ
き
へ
　
そ
れ
が
和

化
漢
文
独
自
の
恋
昧
用
法
で
あ
る
と
指
摘
す
る
の
を
基
点
と
し
て
、
そ
の
成
立

時
糊
・
成
立
原
因
、
更
に
は
和
文
に
於
け
る
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
「
ホ
ド

ニ
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
考
え
て
き
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
は
ば
結
論

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
う
。
し
か
し
'
先
述
の
「
ユ
ヱ
一
こ
と
「
ヨ

-
テ
」
の
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、
接
続
法
全
般
を
対
象
と
し
て
考
え
て
み
る

必
要
性
が
あ
る
な
ど
'
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。

と
。
ろ
で
、
笹
者
は
以
前
、
「
和
化
漢
文
用
字
史
」
と
称
L
t
翫
化
漢
文
独

自
の
、
用
字
法
の
時
代
の
推
移
に
伴
う
変
化
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
又
、
別

に
、
漢
文
訓
読
史
に
於
け
編
法
の
変
票
、
和
化
洪
文
の
用
字
に
も
影
警

及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
も
述
べ
た
。
し
か
し
、
今
回
新
た
に
和
文
と
の
関
連
も
兄

い
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
先
の
「
和
化
漢
文
用
字
史
」
の
概
念
を
、
更
に
拡

大
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
そ
れ
と
共
に
、
と
り
わ
け
、
平
安
中

期
に
於
け
る
言
語
位
相
相
互
の
関
連
を
究
明
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

注
l
　
「
国
語
学
」
第
3
6
韓
、
(
昭
和
三
十
四
年
三
月
)
o

注
2
　
丸
山
錬
男
　
『
接
続
助
詞
的
な
　
「
問
　
(
あ
ひ
だ
)
に
つ
い
て
』
、
「
大
東
文

化
大
学
紀
要
」
文
学
部
罪
3
号
、
(
昭
和
四
十
年
l
月
)
0

下
河
部
行
脚
『
太
平
記
の
文
体
-
r
匹
と
r
巨
-
』
へ
「
国
語
学
研
究
」

節
6
号
'
(
昭
和
四
十
1
年
十
月
)
0

等
が
あ
る
。

注
3
　
<
表
l
>
<
淡
2
>
に
於
け
る
、
忠
味
用
法
の
排
列
・
用
語
に
つ
き
へ

二
三
の
説
明
を
加
え
て
お
く
。
<
山
試
1
>
の
Ⅱ
'
<
表
2
>
の
Ⅳ
と
し
た

空
間
的
患
味
用
法
の
A
内
部
と
は
、
B
距
離
・
C
場
所
の
よ
う
に
限
定
的

で
は
な
く
、
非
限
定
的
な
も
の
の
総
称
で
あ
る
。
<
丑
2
V
の
Ⅱ
形
式
語

は
、
他
の
意
味
用
法
と
は
同
列
に
並
び
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
又
'
<
衷

2
>
に
於
け
る
Ⅱ
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
用
法
と
Ⅱ
形
式
語
は
、
こ
れ
ら

が
I
時
間
的
忠
昧
用
法
の
'
特
に
B
払
拭
と
密
接
に
関
迎
す
る
も
の
で
あ

る
た
め
、
便
宜
的
に
こ
こ
に
排
駁
し
た
。

本
表
の
資
料
に
は
、
次
下
の
も
の
を
用
い
た
。
尚
、
資
料
名
に
は
略
称

を
用
い
た
も
の
も
あ
る
。
以
下
の
衆
に
関
し
て
も
同
前
で
あ
る
。

法
準
掻
　
-
　
大
坪
併
給
『
訓
点
資
料
の
研
究
』
(
昭
和
四
十
三
年
'
風

間
書
房
)
。
慈
恩
伝
　
-
　
築
島
裕
　
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
の

国
語
学
的
研
究
(
訳
文
討
)
』
(
昭
和
四
十
年
へ
東
京
大
学
出
版
会
)
。
敦
地

変
文
　
-
　
『
敦
燈
変
文
』
(
昭
和
五
十
三
年
、
申
文
出
版
社
)
。
日
本
甘
紀

-
　
『
新
訂
増
柿
国
史
大
系
日
本
寄
紀
』
(
昭
和
四
十
九
・
五
十
三
年
、
吉

川
弘
文
館
)
o
　
古
軍
記
　
-
　
『
国
宝
其
福
寺
本
古
事
記
　
(
被
災
)
　
(
昭
和
五

十
三
年
、
桜
楓
社
)
o
　
風
土
記
　
-
　
『
日
本
古
典
文
学
大
系
風
土
記
』
(
昭

和
五
十
二
年
'
岩
波
寄
店
)
.
七
代
記
・
家
伝
・
法
王
帝
説
　
-
　
『
寧
楽
遺

文
下
巻
』
(
昭
和
五
十
二
年
、
東
京
堂
出
版
)
。
日
本
霊
異
紀
　
-
　
『
興
福

寺
本
(
複
製
)
』
(
昭
和
九
年
、
便
利
堂
)
・
『
来
迎
院
本
(
複
製
)
』
(
昭
和

五
十
二
年
、
日
本
古
典
文
学
会
)
・
『
其
福
寺
本
　
(
摸
刻
)
』
(
昭
和
三
十
七
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原因・理由を表す「間」の成立

年
'
訓
点
語
と
訓
点
資
料
弟
2
2
構
、
小
泉
通
)
・
『
前
田
象
本
　
(
社
製
)
』

(
昭
和
六
年
'
前
田
背
徳
財
田
)
・
F
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
(
原
本
)
j
(
昭

和
五
十
三
年
、
調
査
)
。
楓
前
文
稲
　
-
　
中
田
祝
夫
『
東
大
寺
風
雨
文
様

の
国
語
学
的
研
究
』
　
(
昭
和
五
十
四
年
、
風
間
書
房
)
。
感
霊
録
　
-
　
『
日

本
感
霊
録
久
安
三
年
点
　
(
複
製
)
』
(
昭
和
三
十
三
年
へ
他
門
文
雄
)
0

往
4
　
資
料
に
は
、
次
下
の
も
の
を
用
い
た
。

貞
借
公
妃
　
-
　
『
大
日
本
音
紀
録
貞
倍
公
妃
』
(
昭
和
三
十
l
年
、
岩
波

布
店
)
。
九
暦
　
-
　
『
同
九
暦
』
(
昭
和
三
十
三
年
、
同
上
)
。
将
門
記
　
-

『
木
箱
寺
本
(
複
製
)
』
(
大
正
十
三
年
へ
古
典
保
存
会
)
・
『
柵
守
敬
旧
武

本
(
社
製
)
』
(
昭
和
三
十
年
、
未
定
古
典
姉
刊
行
会
)
。
卸
堂
関
白
紀
　
-

『
大
日
本
音
紀
良
和
宜
閑
自
記
』
(
昭
和
二
十
七
年
'
岩
波
書
店
)
。
苗
山

寺
轟
音
往
来
　
-
　
『
高
山
寺
本
古
往
来
・
敦
白
熊
』
(
昭
和
四
十
七
年
へ
東

京
大
学
出
版
会
)
o
 
l
ニ
宝
綾
I
r
前
田
家
蔵
三
宝
絵
　
(
社
製
)
』
(
昭
和
十

年
'
前
田
背
徳
財
田
)
0

注
5
　
特
に
、
敦
地
変
文
に
於
い
て
は
t

O
逮
結
社
賞
五
百
鉄
人
、
昆
夜
倒
矧
、
来
至
江
州
界
内
、
岱
郎
毛
(
吃
)

蛭
蘭
囲
[
^
M
F
,
堀
田
k
h
>
:

の
如
-
、
姓
続
の
用
法
と
思
わ
れ
る
「
粒
」
が
拾
わ
れ
る
他
、

○
又
酎
東
隣
及
西
金
へ
便
進
叫
且
(
竺
放
旦
弘
。
(
丑
永
変
文
)

の
よ
う
に
、
距
離
の
用
法
と
考
え
ら
れ
る
「
程
」
も
あ
る
。
和
化
漢
文
に

近
い
用
字
法
と
さ
れ
る
。

扶
6
　
注
2
丸
山
飴
文
二
二
・
二
三
頁
。

牲
7
　
以
下
、
原
因
・
珂
由
を
表
わ
す
「
問
」
の
ロ
語
釈
と
し
て
、
こ
の
「
-

の
で
」
を
用
い
る
が
'
こ
れ
は
、
永
野
発
氏
の
絵
文
『
「
か
ら
」
と
「
の

で
」
と
は
ど
う
迎
う
か
』
(
「
同
語
と
国
文
学
」
昭
和
二
十
七
年
二
月
号
)

に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
へ
　
便
宜
的
に
使
用
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

牲
8
　
「
国
防
学
」
節
7
8
軒
、
(
昭
和
四
十
四
年
九
月
)
0

注
9
　
「
団
醇
国
文
」
昭
和
三
十
年
二
月
号
。

注
1
 
0
　
「
包
括
E
1
文
」
昭
和
四
十
年
六
月
号
。

注
1
 
1
　
前
掲
蛤
文
五
〇
七
貫
o

注
1
2
　
こ
こ
に
用
い
た
資
料
の
う
ち
'
注
3
・
注
4
に
掲
げ
な
か
っ
た
も
の

は
、
次
の
二
つ
で
あ
る
。

平
安
迫
文
　
-
　
『
平
安
退
文
節
一
巻
j
(
昭
和
五
十
四
年
へ
　
東
京
堂
出

版
)
。
小
右
記
　
-
　
『
増
柿
史
料
大
成
小
右
監
一
』
(
昭
和
五
十
六
年
、
臨

川
書
店
)
。

尚
、
小
右
記
は
参
照
先
料
と
し
て
掲
げ
た
。

注
1
3
　
但
し
、
こ
れ
ら
は
一
緒
の
転
塾
的
な
表
現
形
式
で
あ
り
、
忠
実
に
別
法

を
反
映
し
て
い
る
駅
で
は
な
い
。
例
え
ば
'
独
立
的
な
「
ユ
ユ
ニ
」
に

は
'
「
ユ
ユ
ニ
」
の
外
に
「
ソ
ユ
ニ
」
「
カ
レ
」
等
の
訓
も
含
ま
れ
て
い

る
。

注
1
4
　
『
古
郡
記
の
文
接
続
に
つ
い
て
』
、
「
国
文
学
致
」
第
2
3
号
、
(
昭
和
三
十

五
年
五
月
)
0

注
1
 
5
　
史
料
に
は
'
次
下
の
も
の
を
用
い
た
。

伊
勢
物
羅
　
-
　
『
日
本
古
典
文
学
大
系
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・
大
和

物
語
』
へ
　
(
昭
和
五
十
一
年
へ
　
岩
波
書
店
)
。
土
左
目
紀
・
か
げ
ろ
ふ
日
紀
・

和
泉
式
部
日
記
　
-
　
r
同
土
佐
日
妃
・
か
げ
ろ
ふ
日
妃
・
和
泉
式
柾
目
紀
・

更
級
日
記
』
へ
　
(
昭
和
五
十
年
、
同
上
)
0

尚
へ
　
和
化
淡
文
の
影
啓
が
様
々
な
角
度
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
土
左
日

記
に
は
、
「
7
ヒ
ダ
」
「
丁
ヒ
ダ
ニ
」
が
1
8
例
拾
わ
れ
る
。
こ
の
先
料
の
成

立
が
、
承
平
五
年
<
九
三
五
>
頃
で
あ
る
こ
と
よ
り
推
せ
ば
'
そ
れ
ら
の

中
に
原
E
a
・
理
由
を
表
わ
す
例
が
あ
る
も
の
と
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
0

し
か
し
'
実
際
に
は
'
期
間
の
用
法
が
1
2
例
と
触
珠
の
用
法
が
6
例
で
あ

っ
て
'
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
用
法
は
看
取
さ
れ
な
い
o
　
無
昏
'
「
ホ
ド

ニ
」
3
例
の
中
か
ら
も
そ
の
用
法
は
拾
わ
れ
な
い
。
こ
の
事
実
を
、
土
左
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日
記
に
原
因
K
由
を
表
わ
す
「
パ
」
が
7
8
例
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
欲
す

れ
ば
土
左
日
記
が
和
化
淡
文
の
影
草
を
色
漉
-
受
け
て
い
た
と
は
言
わ
れ

る
も
の
の
へ
　
大
略
は
、
和
文
と
し
て
の
文
体
に
規
制
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

萩
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
又
、
敦
に
竹
取
物
桁
を
直
接
に
掲
げ
な
か
っ
た
の

は
'
同
類
料
に
於
け
る
憩
昧
用
法
の
割
合
が
、
む
し
ろ
か
げ
ろ
ふ
日
記
以

降
の
様
相
を
畳
し
て
い
る
為
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
割
合
は
'
逆
に
現

存
本
竹
取
物
語
の
成
立
間
超
を
考
え
る
上
で
'
誼
要
な
手
懸
り
と
も
吾
え

よ
う
。

注
1
 
6
　
『
日
本
塵
界
紀
古
写
本
の
比
較
に
基
づ
く
文
末
の
助
字
「
也
」
r
央
」
字

の
用
故
』
、
「
鎌
倉
時
代
陪
研
究
」
第
3
軒
、
(
昭
和
五
十
五
年
三
月
)
0

注
1
 
7
　
『
「
来
迎
院
本
日
本
霊
異
紀
に
於
け
る
「
井
」
字
と
「
迫
」
字
の
用
法
』

-

「
銀
愈
時
代
括
研
究
」
罪
2
締
、
(
昭
和
五
十
四
年
三
月
)
0

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
、
広
島
大
学
に
於
い
て
開
促
さ
れ
た
、
第
四

十
五
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
来
会
に
て
口
頭
発
来
し
た
も
の
に
基
づ
き
加
筆
し

て
揃
を
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
林
芳
規
先
生
に
は
終
始
和
指
導
欺
き
'
又
、

山
口
佳
紀
氏
、
石
塚
時
速
氏
か
ら
も
食
誼
な
如
教
示
を
賜
っ
た
。
上
の
方
々

に
、
記
し
て
厚
-
勧
礼
申
し
上
げ
る
次
罪
で
あ
る
。

-
　
広
島
大
学
大
学
院
学
生
　
-
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